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で溶出すると， 2つの活性分画に分離された (溶出順にPeak1， Peak n}。各分画を同じ条件下
で再クロマトグラフィーすると，それぞれ最初のクロマトグラフィーの溶出位置に溶出された。
Glucose-l，6-P，による処理，および還元剤の有無によっても PeakI. nの再7ロマトグラ7ィ の
の溶出パターンは変化しなかった。PeakI. nの量比は原料購入の季節， 品種， 生育時期によりあまり
変わらず，それぞれ36-47%，64-53%であった。Peak1 酵素を焦点電気泳動にかけると等電点5.76 
の主成分 (PeakIa)の他に5.91(lb)， 6.20 (I，)，の2つの副成分に分維され，量比はそれぞれ56-
80， 15-30， 3 -12%の範囲であった。Peakn酵素の等電点は5.62であった。即ち ジャガイモ塊蓬















違いはみられなかったが，グリシンとセリンの含量が高い特徴がみられたoP e a kIa， h ， Ic， I酵
素ともに活性発現にはGlucose-1，6-P2および Mg2+を必須とし最大活性にはEDTAなどのキレート
試薬が必要で、あった。 PeakIα酵素の反応機構はウサギ筋肉酵素と同じく ping-pong形式で、あり，一部
の微生物の酵素にみられる sequential形式とは明らかに異なっていた。そのGlucose-1-P， G lucose 















を示した O 一方， 1とEは至適pHと反応速度論的パラメータにおいて明らかな相違が認められた。
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以上のように高宮君の論文は植物ホスホグルコムターゼの精製とその性質についていくつかの新し
い知見を得たものであり，また，今後本酵素の植物組織内に台ける動態を研究していく上で重要な基
礎となるもので，理学博士として十分価値あるものと認める O
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